
平成24年６月橋本市議会定例会会議録（第４号）その５ 

平成24年６月20日（水） 

                                           

                                           

（午後１時00分 再開）  質問２番、運動公園の見直しにつきまして、

運動公園は建設から約20年経過しますが、用

地の問題があり、当初計画から進展していな

い。テニスコートやプール等は多数の方に利

用されている現状であり、駐車場も含め計画

変更を行う必要があると考えますが、当局は

どのようにお考えですか。 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番16、20番 樽井君。 

〔20番（樽井豪男君）登壇〕 

○20番（樽井豪男君）本日、ラスト前と思っ

てましたが、最後のラストということで、非

常にええ経験させていただいております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君の質問項

目１、エコパーク「紀望の里」隣接地へのパ

ークゴルフ場の設置に関する質問に対する答

弁を求めます。 

 それでは、議長のお許しを得ましたので、

一般質問を始めたいと思います。 

 まず１番目に、エコパーク「紀望の里」隣

接地にパークゴルフ場を設置する考えはない

か。エコパーク「紀望の里」について、浴場

の利用者数も予想以上に多く、順調な経営状

況と聞いていますが、年間を通じて安定的な

経営を図るためには、隣接地を活用し、何ら

かの集客施設と複合した施設形式をとる必要

があると考えます。 

 教育次長。 

〔教育次長（山本芳弘君）登壇〕 

○教育次長（山本芳弘君）地域活性化交流セ

ンター紀望の里隣接地に、パークゴルフ場を

設置する考えはないかのおただしにつきまし

て答弁させていただきます。 

 パークゴルフについては、「ゴルフ」とは違

って、１本のクラブを最初から最後まで使っ

てコースを回り、子どもから高齢者まで皆が

気軽に楽しめるスポーツです。近隣の紀美野

町パークゴルフ場では、平成22年度は年間約

３万3,000人、平成23年度は年間約３万4,000

人、また大淀パークゴルフ場では、平成22年

度は年間約２万5,000人、平成23年度は年間約

２万8,000人の利用者が訪れ、パークゴルフを

楽しんでいます。 

 その一つの手段として、パークゴルフ場の

設置が考えられます。理由といたしましては、

本市より交通の不便な紀美野町のパークゴル

フ場が毎年黒字経営であること。近隣には紀

美野町以外に本格的なコースがない中、本市

は交通の便もよく、さらに国際公認コースを

取得できれば、市民の利用以外に他府県から

の利用者の増加や、各種大会が実施されるこ

となどから、経営的にも黒字化が望め、隣接

するエコパーク紀望の里の収益増加も見込め

ること。周辺地は既に造成が完了しており、

建設費に多額の経費を必要としないことなど、

だれもが気楽に楽しめる生涯スポーツ、コミ

ュニティスポーツとして前向きに検討しては

どうか。 

 橋本市においても、パークゴルフの愛好者

は増加しつつあり、市民からのパークゴルフ

場の建設要望もいただいております。生涯ス

ポーツの振興の上で、将来の課題として認識

していますが、６番議員のご質問でもお答え

申し上げましたとおり、まず最優先に教育環
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境における整備に取り組んでまいりたいと考

えていますので、ご理解のほど、よろしくお

願いいたします。 

 20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）今のご答弁の中から、

若干がっくりしておりますのは、恐らく予算

元であります教育委員会というのは、やはり

耐震も兼ねた中で将来的というご返答があり

ました。もう一つの経済部につきましては、

また経済部の観点から前向きにと。ほんなら

どっちを信用したええんかというのが非常に

わかりにくいところがありまして、まして紀

望の里につきましては、今答弁の中で、やっ

ぱり百十何万円が赤字ということの認識と受

け取っております。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

〔経済部長（浦 彰伸君）登壇〕 

○経済部長（浦 彰伸君）橋本市エコパーク

「紀望の里」の「ひとと紀館」の運営につき

ましては、平成23年度決算ベースでは、利用

者が当初見込みの2.5倍近い４万3,315人、本

市の収支差引ベースでの負担額が約113万円

と、順調なスタートとなりました。なお、引

き続き経営改善に取り組んでいく必要がある

と認識しています。  ４万3,000人来られる中で、お風呂に入る方

というのは恐らく３時以降とか、そういう時

間帯が非常に多いと思います。まして、周辺

の岸上の公衆浴場が休みのときには非常に多

いということで地元の方にも伺っております。

ただし、やはり心配しておりますのは、そう

いった昼間の時間帯がほとんどお客が少ない

状態。これをいかに打破して黒字化にすると

いうのにつきましては、私は、この「紀望の

里」がただ良くなればという思いではござい

ません。先ほど教育次長からも言っておりま

したとおり、生涯スポーツなり、やはり健康

増進の上からも、こういったパークゴルフ場

の建設が一番この周辺にはいいんじゃないか。

まして立地の面からもそうですし、先ほど、

紀美野町はあまりにも施設がいいので差しお

きまして、大淀町、この紀美野町、大淀町、

もう一個、大和郡山市にニッタの森というの

もあるんですけども、そこらも私も一応行っ

てプレーをしております。 

 さて、議員ご提案の隣接地へのパークゴル

フ場建設は、「紀望の里」の収益改善への効果

が期待できる手法の一つであると考えられま

す。 

 しかし、その実効性を確保するためには、

新たな利用見込み者についての客層、人数、

時間帯、利用形態などを見極め、それに合わ

せた「紀望の里」の経営方法、運営方法の検

討、さらに、現状の施設規模での受け入れ余

力や経営の観点から、事前に十分な精査を行

い、場合によっては運営体制の見直しや、新

たな対策を講じることが必要となると思われ

ます。 

 橋本市エコパーク「紀望の里」は、橋本周

辺広域ごみ処理場の周辺環境整備として設置

され、その事業として市街地と農村の交流及

び地域活性化の促進、観光及び産業の振興、

資源の再利用に対する意識向上の促進等を行

うこととしています。施設の設置趣旨とその

整合性を確保した中で、隣接地におけるパー

クゴルフ場の有用性について調査・研究して

まいりたいと考えていますので、ご理解をお

願いいたします。 

 その中で、大淀町につきましては、恐らく

本当に山の中で、本当にわかりにくいところ、

当初は９ホールしかありませんでしたが、そ

の後、もう９ホール増築されて18ホールにな

っております。１ラウンドが多分二、三百円

程度やと思うんですけども、そこでさえも２

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君、再質問

ありますか。 
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万8,000人ですかな、という方が来られておる。 

 いかにパークゴルフ場、皆さん、また高齢

者の方も、非常にあっちこっちのパークゴル

フ場に行ってプレーをされておる。普通のゴ

ルフと違いまして、このパークゴルフ場につ

きましては、18ホールが認定基準ですけども、

18ホールが基準でございまして、約９ホール、

全体が18ホールでは700ｍ以上、1,000ｍ以下。

この間の長さが一応認定の基準です。まして

９ホールでパー33ということで、一つのホー

ルで100ｍ以下に抑えなさいということで、30

ｍのところやら、ロングでは90ｍとかという

ことで、まず500ｍ以内に抑えた中でゴルフを

行います。 

 私も紀美野町に行ったときには、やはり女

性の方ばかりでラウンドされておるとか、岩

出市の町内会同士の対抗の大会、そのときは

20組とか来ておられましたけども、非常に和

気あいあいとされておりました。 

 それで、もう一つの観点から、こういった

高齢者対策にもなるんじゃないかなと思いま

して、非常に僭越ですけども健康福祉部長、

健康福祉関係からの観点から、どういうお考

えですか。お聞きしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）健康の面での

おただしということでございますけども、ど

のようなスポーツでも適度に親しむというこ

とは、心身ともにリフレッシュを図れて効果

があるものと思います。 

 特に、そのパークゴルフ場は、先ほどから

答弁の中にもありましたとおり、子どもから

高齢者まで年代に関係なく利用できると。そ

れから家族単位でも利用できるということで、

市民の健康増進を考えれば、十分寄与できる

スポーツではないかなと私は考えます。 

 市民の健康増進につながるということは、

結果的に見れば、やっぱり介護予防とか、そ

れから最終的には健康な体づくりをすること

によって、医療にかからなくて済む、医療費

の削減につながるということにもなっていく

のではないかということを考えます。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）ありがとうございます。

きのうも市長の、いろいろな同僚議員からの

質問の中で、やはり紀伊見荘とか宿泊施設の

問題とか等ありますけども、やはり、仮に私

は最低でも２万人以上は来るやろうとは思っ

てます。その中で、こういった公認コースと

いう位置付けであれば、いろんな大会も組め、

もしくはそういった紀伊見荘なり、ルートイ

ンなりの宿泊も兼ねた大会も組めるんじゃな

いかと。 

 一つ、ゲートボールの例を出してですけど

も、私の両親とかは、時たま元気なときは湯

浅のあたりまでゲートボールの試合に行きま

す。それは湯浅城で泊まって、そこで向こう

の人たちと試合をする。そういったことが、

反対に湯浅のほうから車が迎えに来てくれて、

そこまで連れて行ってくれるというやり方も

あります。そういった観点から、経済面にお

ける考えの中で、経済部長のお考えはどうで

ございますか。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）先ほど壇上のほう

からでもご答弁させていただきましたように、

紀望の里が地域の活性化になる一つの手法と

して、パークゴルフ場の建設ということにつ

いては、集客を図ることによって活性化して

いくということでは、いい材料ではないかな

というふうには考えておるところでございま

す。 

 また、ただ今の質問の中でも、橋本市内に

紀伊見荘という宿泊施設も民間活力を利用い

たしましてオープンすることができました。
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今、順調な滑り出しではございますけれども、

この５月段階で宿泊者は約二百七、八十人の

方が宿泊してございます。ただ、平均的に見

ましたら、宿泊能力的に見ましたら、もう少

し宿泊が可能な状況ではあるかなというふう

に感じてございます。 

 橋本市に観光客も含めて、そういったパー

クゴルフ場に、スポーツに親しむ方が来てい

ただくということにつきましては、橋本市全

体が活性化するという意味合いではいいこと

じゃないかなというふうに考えてございます。

経済面という形では、そういったお答えをさ

せていただきたいなというふうに思います。 

 それとあわせまして、紀望の里の施設につ

きましても、やはりそれだけの人が来ていた

だけるということになりましたら、来ていた

だければ、それだけの責任を持って対応をし

ていかないかんということも並行して考えて

いかなければならないかなということで、紀

望の里の管理、運営等も今後精査していかな

いことには、今のままで、人さえ来ればいい

よという形で単純に考えられない問題かなと

いうこともあわせて考えてございますので、

ご了解いただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）やはり福祉面、それか

ら経済面からお聞きすると、非常にいいとい

うお答えになるんですけども、最終的に何が

ネックやというたら、お金。恐らくここが随

分論点になろうかと思います。 

 ちょっと簡単にあれなんですけども、財政

課長にお聞きしたいんですけども、仮に、仮

定ですよ、１億円この費用にかかるとなった

場合に、補助事業のメニューに乗るんか、も

し乗らない場合は起債等が借りれて、どうい

う年間のスケジュールで、年間何ぼ返すんか

とか、もうちょっとそういったことがさっと

計算できれば、ちょっとお教えいただきたい

と思います。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）パークゴルフ場の

建設の財源でございますけども、補助事業で

実施可能かどうかは、要因の一つとしまして、

施設使用料を施設の維持管理に充てるか、起

債の償還まで充てるかで、事業採択が可能か

どうかの判断になろうかと思います。 

 次に起債なんですけども、起債が充当でき

るのは合併特例債、もしくは一般単独事業債

というのがあります。しかしながら、合併特

例債の発行可能残高につきましては、平成23

年度の事業費が、現段階で平成24年度当初予

算化分を差し引いて約18億円の残となってい

る状況です。合併特例債につきましては、充

当できる事業の幅が広いために、温存する必

要があると考えております。 

 したがいまして、パークゴルフ場の財源に

つきましては一般単独事業債を活用すること

となります。この一般単独事業債は、充当率

が75％、さらに交付税算入というのがござい

ません。そのために、財政負担が大きくなり

ます。参考といたしまして、パークゴルフ場

を建設している自治体は、過疎地域で建設し、

交付税算入の割合が多い過疎債を活用してい

る事例が多いと考えております。 

 仮に、総事業費が１億円であれば、当該年

度では起債の充当率が75％ですので、当該年

度は2,500万円の一般財源の持ち出しとなり

ます。起債の償還につきましては15年償還。

３年据え置きの12年償還になりますので、利

率はだいたい今１％程度でございますので、

１億円の１％と言えば100万円、その100万円

を３年間利息を払うという形になりまして、

その後、４年間につきましては、この7,500

万円を４で割った数字、625万円だと思うんで

すけども、それから利息を足し込んで、すい

ません。４で割るんではなくて12ですね。12
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で割った金額、7,500万円を12で割った金額プ

ラス利息を払っていくという計算になります

ので、交付税算入がない中、かなりの財政負

担になると考えられます。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）今のところ大変な負担

と受け取ったらええんか、ここで収入、恐ら

くパークゴルフ場をすれば収入も出てこよう

かと思います。恐らく、そういったことを差

し引けば、そこまでのお金にはまずならない

んじゃないかなとは思う。単純な話ですよ。

やから、お金を借りて出るばっかりの話では

そういうことになると思います。 

 まして、おそらく先ほども言いました大淀

町で２万8,000人というのは、非常に私も驚い

た中で、この橋本市では、それやったら３万

人以上は確実に来るなと。というようなこと

で新たに認識をいたしました。恐らく、職員

の中でも大淀町に見に行ったりとかしとる職

員もおられると思います。ああいった山の中

の施設と、ましてこういった交通の便で非常

にいい施設となれば、やはりいろんなところ

からまず来ます。京奈和自動車道のインター

からも近いしということで、非常に市として

も、何もデメリットが多い施設ではないと考

えます。 

 平成21年の７月と24年の３月に要望書が市

のほうに提出されております。それはちょっ

と私、気になっておるのは、まず企画経営室

で受付をしております。本来なら、やり方は、

これはどこが担当課になるかというのが非常

にわかりにくいことがありまして、今の答弁

の中でも教育委員会部局、それと経済部あた

りからもこういった答えが返っておりますけ

ども、この企画経営室が受付をした場合、ほ

んならこれについて、担当課はどこに決める

んよということになれば、非常に難しい。恐

らく教育委員会部局については予算面の話に

なるんじゃないか。市の全体的なことを考え

るならば、やはり企画経営室が窓口になって、

いろんな事を指示していただく。これを、極

端に言うたら恐らく政策調整会議に乗っかる

までの間、今、私お聞きしたのは、ほとんど

政策調整会議で入ってないメンバーにお聞き

しておりますが、政策調整会議に入るメンバ

ーの中で、やはりそういったことで教育委員

会なり、特に技術部門が要ると思います。そ

ういった建設部なり、やはりこういった現場

の状況、または簡単な図面等、概算等、はじ

くのは恐らく技術屋の仕事になると思います。

また、職員の中でも、過去何回か私もそこで

したけども、いろんな方がパークゴルフ場の

図面をかき、これをすれば、どのぐらいの収

益あるとか、いろんなことで考えておられま

す。 

 そういったことで、企画部長にお伺いした

いんですけども、このパークゴルフ場につき

ましては、担当課とかなしに、企画経営室と

して、どういうふうなとらまえ方をしておる

のか、企画部長にお聞きしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）私も紀美野町、そ

して大淀町のパークゴルフ場に行ったことが

ございます。と申しますのは、これは個人的

になんですけども大変興味がありました。そ

ういうことで、この２箇所については以前訪

れたことがございます。ただ、企画部を担当

する者といたしまして、この新規のハード事

業、これに対するお答え、本当に困るわけな

んですけども、きのうも、一昨日ですか、６

番議員、そして16番議員にもお答えをいたし

ましたところ、ハードの事業でご満足いただ

けるようなお答えはさせていただいてないと

いうことで、大変心苦しいところはございま

す。 

 それで、このパークゴルフ場なんですけど
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も、スポーツ施設すべてなんですけども、先

ほどからこちらの各部長がお答えしておりま

すように、経済の活性化、そして健康の増進、

それらにつながることは十分把握してござい

ます。認識してございます。ただ、私の立場

では、やはり財政面のことが大変気になりま

す。細かい話は、先ほどちょっと財政課長の

ほうからも話があったわけでございますが、

これまでの事業なんですけども、これまでの

事業につきましては、本当に非常に有利な交

付税措置であった合併特例債、これに支えら

れて事業をやってきたと言っても過言ではな

いかと。これがなければ合併から以降、これ

ほどに事業は展開できなかったと私は思って

ございます。 

 その合併特例債、先ほど財政課長も申しま

したが、26年でこの特例債の発行枠がなくな

ります。それに加えて、これももうよくご承

知かと思いますが、現在、合併算定替によっ

て交付を受けてございます普通交付税が、平

成33年度で一本算定に向け、28年度からです

か、段階的にではありますが、減額になりま

す。このように大きな歳入面での入りの減額

が予想される中で、反面、事業については継

続事業、また新しくせねばならん事業、これ

が本当にメジロ押しで、20番議員もよくご存

じの、これからいろんな公共施設、これがか

なり古くなってくるということで、橋梁や住

宅、そして公園、下水道の施設等々、これ、

長寿命化事業が本格的に展開していかないか

んというようになれば、これはまた多額な予

算を伴うことにもなります。 

 それに加えてこのような事業、これは今単

発で20番議員、いくらよと言われましたが、

この辺がいろいろ集約していくと、この辺は

もうよくご存じかと思いますが、今後新しい

事業を加えていくということになれば、本当

に私もこの４月から担当しまして、今やって

いる継続事業、これの見直し、もっと言うな

らば中止を迫られることもあろうかなと思い

ます。そんな中で、市長にもその辺ほんまに

ご英断を仰がないかんような、こんな時期も

来るんではないかなと思います。そのような

ことを頭に置きますと、いい回答ができんと。

財政の裏付けのない計画というのは、これは

本当に全く絵にかいたもちということになり

ますので、その辺のことを十分ご認識いただ

いておるとは思うんですけども、そのような

ことを強く、担当いたしまして感じるわけで

ございます。 

 ただ、企画を担当する私が、こういうまち

づくりの視点からものを申さずして、このよ

うなことばかりやっていると本当におしかり

を受ける。そんなことを企画の企画部長が言

うべきではないと言われるかもわかりません

が、企画経営室ということで、市の経営も考

える中で、やはりその辺のところを考えてい

きたいと、このように思います。 

 ただ、このパークゴルフ場につきましては、

経済部長の答弁の中にもございました紀望の

里との収益性も、これも考えて調査をしたい、

研究もしたいと申しておりますので、私はそ

の調査研究をした内容、これを十分に精査を

して、先ほど言われてました、当然精査する

となれば政策とか大きなステージでの話にな

るんですけども、その辺で方向付けというか、

非常に今後のことを考えていかないかんと、

このように思います。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）企画部長の立場からで

あれば、そういった答弁になろうかと思いま

す。先日も６番議員なりもいろんな質問をし

て、非常に厳しい厳しいという中で、それや

ったら市として、要するにお金ばっかりかか

って、何ももうけることなかったら何もせえ

へんのかよと。ほな一つは、こういった入場
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料なり要る施設等、ほんで、いかに管理も少

なくする方法。恐らくこれ自身、今、紀望の

里自身、まだ指定管理にはなってないと思う

んですけども、やはり赤字も怖いという中で、

そういった思いもあると思います。また、パ

ークゴルフ場ができて、そういった風呂の施

設も、お客さんもかなり入り、また、地元の

農産物も売れ、となれば、やはり地元も指定

管理には十分前向きに多分考えるんではなか

ろうかと、私は個人的にそう思います。 

 先ほど企画部長も言われましたように、本

当に、これが今、経済部長が言われるのが、

そこが極端に言うたらパークゴルフ場の建設

に対する窓口になるんか、いや、予算面やっ

たらば教育委員会になりますよと。やはりそ

ういった指示系統をはっきり示していただき

たい。これにつきましては、私も久しぶりに

こないして、くどくど言うのはあまり好きと

違うんですけども、市長、どうですか。やは

り、各、技術屋は技術屋なりに考えることも

あると思いますし、やはり経済部、教育委員

会、それでまた技術部門、ある程度トップの

ほうから指示をしていただいて、そういった

政策に乗せて、それから詳細な検討にしてく

れるというご指示はする気ございませんか。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）樽井議員の質問にお答

えをしたいと思います。 

 問題は、そのパークゴルフについて、私は

もう二、三年も前から、その以前に紀望の里

の周辺へ観光ブドウ園を展開しようというこ

とで、地元とも大分議論したんです。数ヘク

タールね。そうしたら、それで汗かいて風呂

行ってもうたらいいぞというパターンでいろ

いろと検討したんですが、地元の生産農家の

ほうは、とてもそういう労力、膨大な、ブド

ウというのはものすごい時間かかるから、労

力かかるから無理やということでアウト。 

 したがって、あと、このパークゴルフ場に

したらどうかということで、私もそれぞれ申

し上げたように、大淀町も２へん行ってきま

した。去年もまた見に行ってきたら、また一

つ増えてましたわ。あそこはささやかなもの

で、平たんで、割合となんですが、紀美野町

も関係の人とも行って来て、実際に27ホール

しましたよ。あれは本格的なものです。全然、

紀美野町と向こうと全然問題ないですね。 

 それらのことはすべてわかっておるわけで

ありますが、そうしてまた地元で、質問に対

しての答弁から若干増える部分もあるけども

ご容赦いただきたいと思うんですが、地元か

らも高野口の老人クラブ連合会からの陳情も

いただいてございますし、また、下中区から

も何とかパークゴルフ、今はああいうゲート

ボールの時代が終わった。ゲートボールから

皆パークゴルフ等に転換してきておる。しか

し、ゲートボールの場所を使ってパークゴル

フをするというのは狭隘で無理やということ

で、なかなか普及を、面積的な何があって増

えにくいようですわな。 

 それはよくわかっておるんで、我々としま

しては、内部でも大分議論しました。これ。

このこと。何とか早く、やるんだったらあの

地形からしますと、今の現状では本当にお粗

末な、何とかあそこへ芝でも張って、そうし

てうまく、老人クラブ等の高齢化の皆さんの

体力増進は当然でありますけれども、私は前

から申し上げておるように、よそから来てほ

しいんですよね。泊まる部屋が400あるという

ことは皆さん、せんど私言うてますから。今

はないですけども、そのうちにはあります。

そんなことで、何とか地域の活性化には、も

う何としてでもこれはやらざるを得ないとい

うことで、今日まで進んでおるのは確かであ

ります。 
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 本題でございますけども、今、企画のほう

ですが、これは元締めであるだけに、やはり

細かい調査とか、事業を進めていくのには、

やはり社会教育課が該当するのではないかな

と私は思っておるんですが、あとの運営等に

ついては、また紀望の里等もあるので、経済

部との関係も調整もしながらということです

が、やりますということだったらそこまでず

っと踏み込めるんですけど、まだやりますと

いうことは言うてませんので、できるだけ、

我々としても厳しい財政の中であってでも、

やはりそういうように若干前向きに考えて、

やっぱり誘客していくということを基本理念

に私も思っておりますので、できるだけ早く、

用地も相当やっぱり課が取得しなければなら

ない問題も出てまいりますし、いろいろ調査

もして、できるだけ実現するような方向で、

ひとつ考えてまいりたいと思っておりますの

で、ご容赦いただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）どうもありがとうござ

います。それはいつかかるかというのは非常

に難しいこともありますけども、やはり何の

資料もなしにいろんな議論もできないと思い

ます。今、市長のほうから、教育部局のほう

にご指名がありましたけども、教育委員会と

しても、やはりできないところは技術屋なり

に聞くなり、いろんなところで助けを借りて、

ほんで、今、市のあり方というのはそういう

ものでございまして、やはり各部局が仲良く

するという意味ではないですけども、信頼関

係を持っていろんな一緒になって調査をする。

割と教育委員会でしたら、やはり事務屋が多

いので、それをどこかに頼むとなれば、企画

を通じて頼むなりして、そこの部長に了解を

得る。そういう手続きも要ったりします。 

 今回、議場にも建設部長もおられるし、大

体皆さん、割と技術屋というのは、ちゃんと

頼まれれば嫌とは言いませんので、まずお金

もかけらずに簡単な概略なり、またお金が何

ぼかかるかというのは、すぐ簡単に私は出る

と思います。できるだけ早いうちに、そうい

ったことで、市長もそういった前向きに考え

るというご答弁の中で、企画調整課のほうで

交通整理だけはしていただいて、何とか調査

を進めていただきたいと思います。 

 以上で１番の質問は終わります。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、運

動公園の見直しに関する質問に対する答弁を

求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）橋本市運動公園の

見直しについてお答えします。 

 これは、16番議員にもご答弁させていただ

きましたが、橋本市運動公園は昭和53年度に

基本計画を策定し、プール、テニスコート、

多目的グラウンド、体育館、野球場、エント

ランス広場、駐車場等を計画しました。事業

実施については、昭和55年度に着手し、その

後、基本計画の変更等を経て、平成３年７月

に50ｍプールがオープンし、続いて子どもプ

ール、流水プール、テニスコート、多目的グ

ラウンド、平成11年には和歌山県立橋本体育

館の施設がそれぞれ整備されましたが、その

後、財政事情や用地買収の難航等により、野

球場、エントランス広場、駐車場の一部等が

未整備の状態で、平成17年度において事業を

終了し、現在に至っております。 

 計画の変更については、平成23年６月議会

において答弁させていただいたとおり、長期

総合計画の中での位置付けや今後の財政状況

も含めた中で、将来の研究すべき課題と考え

ますので、ご理解のほど、よろしくお願いし

ます。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君、再質問
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ありますか。 

 20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）ありがとうございます。

きのうも16番議員の質問で、ほとんど重複し

ますので、あまり同じような質問はいたしま

せんが、やはり市としても、もう長い間たっ

た中で、今の状態のままで置いておくのか。

そのまま置いておくんやったら置いておくで

結構です。やっぱりそういった結論もある程

度する時期に来ておるんじゃないか。また、

国体もあの会場で行いますので、やはりいろ

んな施設が運動公園に集まるというのが基本

でして、それをよそに、いろんな野球場なり

どこかへ持っていくとかというのは非常にお

かしな話で、やはり運動公園にあってこそ、

そういった橋本市運動公園という位置付けが

まず都市計画上はできると思います。 

 まして、その中でいろんな大会規模、プー

ル一つにしても、極端に言うたら全国大会な

り大きな大会をしようと思えば、サブプール、

もうあまり大きなプールは要りませんけども、

そういった施設をして全国的な大会も展開す

る。テニスにしてもそうですけども、やはり

そういったことの考えを持って市としても取

り組まなければ、これだけの宿泊施設も二つ、

今後ルートインもできてきますので、そうい

ったことも利用してもらえるような大会運営

を組める施設をまず考えていくべきじゃない

か。 

 ましてや、もっと職員も、いつまでも置い

ておくんじゃなしに、もっと自分らの考えの

中で、ここをこうすればこんな値段でできる

とか、やっぱりいろんな方法があると思いま

す。昨日も紀美野町の話も市長もされており

ましたが、まず、紀美野町はなぜああいった

サッカー場もきれいにつくったかというのは、

やはりスポーツ振興くじの助成金、そういっ

たものを使いながら３面の芝生グラウンドと

かもつくってますけども、その当時、約２億

3,000万円ぐらいかかる中で、２億円近い金が

そういったスポーツ振興くじの助成金で賄っ

ております。それは、そういったトレーニン

グセンターとかを付ける条件もありますけど

も、やはりそういったものを研究に加えなが

ら、極力お金のかからない方法の施設づくり、

まして市民にも入れ込んでいただける施設づ

くりを、やはり職員も独自からいろいろ図面

なり起こして、提案すべきじゃないんかなと

は思います。ただ上からの指示で、もうちょ

っと無理なので、お金もないしやめとこらじ

ゃなしに、やっぱり職員からこういうぐらい

のお金やったらできるんじゃないかとか、と

いうのをどんどん、特に建設部は技術屋の職

場ですので、そういったことも十分試算もで

きるし、いろんな補助体系にはどうすればと

いうのは非常に考えてもらえる課でございま

すので、そういったことについて、今後、建

設部長の意気込み等をちょっと話していただ

ければ。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）この運動公園にか

かわらず、今、国のほうの補助制度等という

のが、年々変わってきております。従来補助

対象になったものがならなかったり、あるい

は今までならなかったものが組み合せの仕方

いかんによっては交付金の対象になる等もご

ざいますので、そういったことについても現

在研究を進めておりまして、国の動向に瞬時

に対応できるような準備も進めております。

そして、そういった組織にすべく、本年度の

４月に、建設課に計画係等を新たに設置して

いただいたという経緯もございます。 

 そういった中で、国の補助制度等にもアン

テナを張りながら、なおかつ、例えば20番議

員ご指摘のとおり、結局、今までの答弁も、

すべて財政問題が一つの一番大きなネックに
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なっておりますので、そこらあたりをどうや

ってクリアしていくかというのを、やはりあ

る程度実施計画に近いような形の提案をして

いかない限り、なかなか一歩踏み出せないの

ではないかというところで、それはまさに建

設部を含めた技術畑のやはり生きるべき道で

あろうし、一番なすべき仕事であろうと思い

ますので、今回の運動公園につきましてもし

かりですし、先ほどの件もしかりですけども、

教育部局とも連携をとりながら、より現実的

な提案をともかくテーブルの上に乗せるとこ

ろまでは持っていけるように、日々切磋琢磨

しながら取り組んでいきたいと思います。 

 決して指示待ちということでなくて、新し

いまちづくり、どうやっていくかという視点

で、いろいろ具体的な提案をやっていけるよ

うな体制で頑張っていきたいと思いますので、

どうぞご協力も含めて、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）大いに期待しておりま

す。これで私の本日の一般質問は終わりたい

と思います。 

○議長（井上勝彦君）20番 樽井君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（井上勝彦君）次に、順番17 松浦君

は、本日欠席であります。 

                     

○議長（井上勝彦君）これにて、一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さんでございました。 

（午後１時48分 散会） 
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